
(57)【要約】

【課題】　一定速度での回転と回転方向に垂直に揺動し

て三次元の断層像を取得するメカニカルセクタ型の超音

波プローブにおいて、高精度な三次元が像を提供するこ

とと、仮想視点から対象物までの経路に含まれるノイズ

を除去して正確に対象物の境界判定を実施することを目

的とする。

【解決手段】　一定速度の回転メカニカルセクタで断層

像を取得すると共に揺動方向には、回転制御用のエンコ

ーダ情報を加味することで、揺動角度情報を揺動エンコ

ーダの分解能以上に高い精度の角度分解能を得る。仮想

視点からの距離に応じて境界判定をするノイズカット値

等のパラメータを変化させることで、仮想視点から遠い

位置にある対象物の境界を、ノイズの影響を低減しつつ

、正しく境界判定することが可能になるなどの効果を得

る。

【選択図】　　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 素 子 と 、 前 記 超 音 波 素 子 に よ り 受 信 さ れ る エ コ ー 信 号 か ら 得
ら れ る 断 層 像 デ ー タ を 格 納 す る 画 像 メ モ リ と 、 前 記 断 層 像 デ ー タ か ら 三 次 元 画 像 デ ー タ を
生 成 す る 三 次 元 処 理 回 路 と 、 境 界 判 定 制 御 回 路 と を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記
断 層 像 デ ー タ か ら 三 次 元 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 際 に 、 仮 想 視 点 か ら の 対 象 物 ま で の 経 路 に
点 在 す る ノ イ ズ 量 の 分 布 量 に 応 じ て 境 界 判 定 値 の パ ラ メ ー タ を 可 変 に す る こ と を 特 徴 と す
る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 境 界 判 定 値 を 低 く ま た は 高 く 設 定 す る こ と に
よ り 、 仮 想 視 点 か ら 距 離 の 遠 い 部 分 の 境 界 を 敢 え て 表 示 し な い 被 写 体 深 度 が 浅 い ま た は 深
い 三 次 元 画 像 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 医 療 用 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 三 次 元 画 像 の 元 情 報 で あ る 断 層 像 を 取 得 す る 際 に 揺 動 制 御 用 の エ ン コ ー ダ 信 号 で
は そ の 角 度 分 解 能 が 低 く 、 高 精 度 な 三 次 元 画 像 を 提 供 す る こ と が 困 難 で あ り 、 こ の 問 題 点
を 解 決 す る 為 に 、 特 開 平 １ １ － １ ７ ８ ８ ２ ２ 号 公 報 (特 許 情 報 １ )は ロ ー タ リ エ ン コ ー ダ が
本 来 有 す る 角 度 分 解 能 以 上 の 角 度 分 解 能 を 得 る た め に 、 エ ン コ ー ダ 出 力 パ ル ス に 積 分 回 路
を 付 加 し て 分 解 能 を 向 上 さ せ る 方 法 な ど を 開 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 三 次 元 画 像 を 表 示 す る 際 に 対 象 物 の 表 面 の エ コ ー レ ベ ル が 観 察 す る こ と が 困 難 で
あ る 、 な ど の 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 特 開 平 ５ － １ ４ ６ ４ ３ ２ 号 公 報 (特 許 情 報 ２ )に は
、 仮 想 視 点 か ら の 距 離 に 応 じ て 物 体 表 面 の 明 度 を 設 定 す る 物 体 表 面 の エ コ ー レ ベ ル に 応 じ
て 色 相 等 を 設 定 す る 等 の 手 段 が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ を 揺 動 さ せ て 三 次 元 画 像 を 表 示 す る 場 合 に は 、 完 全 な 等 角 速 度 制 御 を 実
現 す る こ と が 望 ま れ る 。 し か し 、 高 速 か つ 高 精 度 な 制 御 回 路 が 必 要 と な る た め 、 一 般 的 な
揺 動 制 御 回 路 で は 揺 動 の エ ン コ ー ダ パ ル ス 幅 は 振 幅 中 心 付 近 ほ ど 短 い パ ル ス 幅 と な り 、 振
幅 の 両 端 で 長 い パ ル ス 幅 と な る 特 徴 を 持 っ て い る 。 従 っ て 、 上 記 特 開 平 １ １ － １ ７ ８ ８ ２
２ 号 公 報 に 記 載 さ れ た ロ ー タ リ エ ン コ ー ダ が 本 来 有 す る 角 度 分 解 能 以 上 の 角 度 分 解 能 を 得
る た め の 方 法 で は 「 第 １ の エ ン コ ー ダ パ ル ス 信 号 に 基 づ い て 更 に 短 い 間 隔 の 第 ２ の パ ル ス
を 生 成 し 、 そ の 第 ２ の パ ル ス 信 号 に 基 づ い て 超 音 波 ビ ー ム の 走 査 制 御 を 実 施 す る 」 こ と が
実 現 可 能 な 電 子 ス キ ャ ン 型 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 場 合 に は 応 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ７ ８ ８ ２ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － １ ４ ６ ４ ３ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 メ カ ニ カ ル セ ク タ 型 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 場 合 で は 、 断 層 像 を 取 得 す る 走
査 は 常 に 一 定 速 度 で 回 転 す る こ と が 前 提 と な っ て い る た め 、 揺 動 角 度 毎 に ダ イ ナ ミ ッ ク に
変 化 す る 第 ２ の パ ル ス 幅 に 合 致 さ せ て 回 転 速 度 を ダ イ ナ ミ ッ ク に 変 化 さ せ る こ と が 新 た な
制 御 回 路 の 追 加 な し で は 困 難 で あ る 、 と い う 問 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 上 記 特 開 平 ５ － １ ４ ６ ４ ３ ２ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 の 「 仮 想 視 点 か
ら の 距 離 に 応 じ て 物 体 表 面 の 明 度 を 設 定 す る 」 等 の 手 法 で は 、 仮 想 視 点 か ら 対 象 物 ま で の
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経 路 に ノ イ ズ が 多 数 含 ま れ る 一 般 的 な 超 音 波 画 像 の 場 合 に は 正 常 に 効 果 を 発 揮 す る こ と が
困 難 と い う 問 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 こ れ ら の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 仮 想 視 点 か ら 遠 い 位 置 に あ る 対 象 物
の 境 界 で も 、 ノ イ ズ の 影 響 を 低 減 し つ つ 、 正 し く 境 界 判 定 す る こ と を 可 能 と す る 優 れ た 超
音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音
波 素 子 と 、 超 音 波 素 子 に よ り 受 信 さ れ る エ コ ー 信 号 か ら 得 ら れ る 断 層 像 デ ー タ を 格 納 す る
画 像 メ モ リ と 、 断 層 像 デ ー タ か ら 三 次 元 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 三 次 元 処 理 回 路 と 、 境 界 判
定 制 御 回 路 と を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 断 層 像 デ ー タ か ら 三 次 元 画 像 デ ー タ を 生
成 す る 際 に 、 仮 想 視 点 か ら の 対 象 物 ま で の 経 路 に 点 在 す る ノ イ ズ 量 の 分 布 量 に 応 じ て 境 界
判 定 値 の パ ラ メ ー タ を 可 変 に す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 仮 想 視 点 か ら の 距 離 に 応 じ て 境 界 判 定 を す る ノ イ ズ カ ッ ト 値 等 の パ ラ
メ ー タ を 変 化 さ る 、 と し た も の で あ る 。 一 般 的 に プ ロ ー ブ 表 面 か ら の 距 離 に 比 例 し て ノ イ
ズ 量 は 増 加 す る た め 、 こ れ に よ り 、 仮 想 視 点 か ら 遠 い 位 置 に あ る 対 象 物 の 境 界 を 、 ノ イ ズ
の 影 響 を 低 減 し つ つ 、 正 し く 境 界 判 定 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 仮 想 視 点 か ら の 対 象 物 ま で の 経 路 に 点 在 す る ノ イ ズ 量 の 分 布 量 に 応 じ
て ノ イ ズ 除 去 の し き い 値 を 仮 想 視 点 か ら 対 象 物 ま で の 距 離 に 依 存 さ せ ず に ダ イ ナ ミ ッ ク に
可 変 す る 場 合 で も 確 度 の 高 い 境 界 判 定 を 実 施 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ の 装 置 に お い て 、 境 界 判 定 値 を 低 く ま
た は 高 く 設 定 す る こ と に よ り 、 仮 想 視 点 か ら 距 離 の 遠 い 部 分 の 境 界 を 敢 え て 表 示 し な い 被
写 体 深 度 が 浅 い ま た は 深 い 三 次 元 画 像 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 観 察 者 が 被 写 体 深 度 (カ メ ラ 撮 影 の 場 合 と 同 じ )の 浅 い 三 次 元 画 像 を 好
む 場 合 に は 、 境 界 判 定 値 を 低 く 設 定 す れ ば 、 仮 想 視 点 か ら 距 離 の 遠 い 部 分 の 境 界 を 敢 え て
表 示 し な い 被 写 体 深 度 が 浅 い 三 次 元 画 像 を 得 る こ と が で き 、 逆 に 境 界 判 定 値 を 高 く 設 定 す
る こ と で 、 被 写 体 深 度 が 深 い 三 次 元 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 素 子 と 、 超 音 波 素 子 に よ り
受 信 さ れ る エ コ ー 信 号 か ら 得 ら れ る 断 層 像 デ ー タ を 格 納 す る 画 像 メ モ リ と 、 断 層 像 デ ー タ
か ら 三 次 元 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 三 次 元 処 理 回 路 と 、 境 界 判 定 制 御 回 路 と を 有 す る 超 音 波
診 断 装 置 に お い て 、 断 層 像 デ ー タ か ら 三 次 元 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 際 に 、 仮 想 視 点 か ら の
対 象 物 ま で の 経 路 に 点 在 す る ノ イ ズ 量 の 分 布 量 に 応 じ て 境 界 判 定 値 の パ ラ メ ー タ を 可 変 に
す る こ と に よ り 、 仮 想 視 点 か ら の 距 離 に 応 じ て 境 界 判 定 を す る ノ イ ズ カ ッ ト 値 等 の パ ラ メ
ー タ を 変 化 さ る 、 と し た も の で あ る 。 一 般 的 に プ ロ ー ブ 表 面 か ら の 距 離 に 比 例 し て ノ イ ズ
量 は 増 加 す る た め 、 こ れ に よ り 、 仮 想 視 点 か ら 遠 い 位 置 に あ る 対 象 物 の 境 界 を 、 ノ イ ズ の
影 響 を 低 減 し つ つ 、 正 し く 境 界 判 定 す る こ と が 可 能 と な り 、 仮 想 視 点 か ら の 対 象 物 ま で の
経 路 に 点 在 す る ノ イ ズ 量 の 分 布 量 に 応 じ て ノ イ ズ 除 去 の し き い 値 を 仮 想 視 点 か ら 対 象 物 ま
で の 距 離 に 依 存 さ せ ず に ダ イ ナ ミ ッ ク に 可 変 す る 場 合 で も 確 度 の 高 い 境 界 判 定 を 実 施 す る
こ と が 可 能 な 超 音 波 診 断 装 置 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 を 図 １ と 図 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 メ カ ニ カ ル セ ク タ 型 の 三 次 元 超
音 波 プ ロ ー ブ （ 以 下 、 単 に 「 プ ロ ー ブ 」 と 言 う 。 ） １ ０ ０ 、 超 音 波 の 送 受 信 回 路 １ １ １ 、
プ ロ ー ブ の 回 転 エ ン コ ー ダ 信 号 を 受 信 し な が ら 回 転 の 速 度 を 安 定 さ せ る 制 御 回 路 １ １ ２ 、
揺 動 エ ン コ ー ダ 信 号 を 受 信 し な が ら 揺 動 の 速 度 と 角 度 を 制 御 す る 回 路 回 路 １ １ ３ 、 断 層 像
デ ー タ を 格 納 す る 画 像 メ モ リ １ １ ４ 、 三 次 元 処 理 部 １ ２ ０ 、 回 転 と 揺 動 の ２ つ の エ ン コ ー
ダ 信 号 か ら 高 分 解 能 な 角 度 情 報 を 生 成 す る 角 度 検 知 回 路 １ ２ １ 、 三 次 元 画 像 デ ー タ を 生 成
す る 高 速 演 算 処 理 部 １ ２ ２ 、 断 層 像 と 三 次 元 画 像 を 表 示 す る フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 す る 画 像
処 理 回 路 １ １ ５ 、 観 測 モ ニ タ １ １ ６ 、 及 び シ ス テ ム 全 体 を 制 御 す る ホ ス ト ｕ Ｐ １ ５ ０ か ら
構 成 さ れ る 。 な お 、 プ ロ ー ブ に 関 し て 、 図 １ （ ａ ） は プ ロ ー ブ １ ０ ０ が 回 転 す る 場 合 の 回
転 方 向 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 図 １ （ ｂ ） は プ ロ ー ブ １ ０ ０ が 揺 動 す る 場 合 の 揺 動 範 囲 を 示
す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 プ ロ ー ブ １ ０ ０ で 受 信 さ れ た 超 音 波 エ コ ー 信 号 は 、 送 受 信 部 １ １ １ を 経 由 し て 画 像 メ モ
リ １ １ ４ に 一 時 的 に 蓄 積 さ れ る 。 こ の 時 、 受 信 さ れ た エ コ ー 信 号 毎 に 、 角 度 分 解 能 が 低 い
揺 動 制 御 用 の エ ン コ ー ダ 信 号 と 分 解 能 は 高 い が 揺 動 角 度 に は 直 接 関 与 し て い な い 回 転 制 御
用 の エ ン コ ー ダ 信 号 が 、 そ れ ぞ れ 遥 動 制 御 回 路 １ １ ３ と 回 転 制 御 回 路 １ １ ２ か ら 角 度 検 知
回 路 １ ２ １ に 入 力 さ れ 、 高 分 解 能 な 角 度 情 報 に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 高 分 解 能 な 角 度 情 報 に 変 換 す る 一 例 を 示 し て お り 、 図 ２ （ ａ ） で は 、 揺 動 の 中 心
（ 揺 動 中 点 ） か ら 揺 動 を ス タ ー ト し て 右 移 動 を 開 始 し 揺 動 指 定 角 度 ま で 達 し た 後 に 、 逆 方
向 で あ る 左 移 動 を 開 始 し て 反 対 側 の 揺 動 指 定 角 度 へ 進 み 、 そ の 後 再 び 右 移 動 と 左 移 動 の 揺
動 運 動 を 繰 返 す プ ロ ー ブ 先 端 の 移 動 軌 跡 と 、 そ の 間 に 発 生 す る 揺 動 制 御 用 の エ ン コ ー ダ パ
ル ス の 発 生 間 隔 を 示 す 図 と 、 揺 動 し て い る 間 、 定 速 回 転 を 続 け て い る 回 転 制 御 用 の エ ン コ
ー ダ パ ル ス の 発 生 間 隔 を 示 す 図 と を そ の 関 係 が わ か る よ う に 図 示 し て い る 。 つ ま り 、 揺 動
用 の エ ン コ ー ダ パ ル ス は 揺 動 の 中 心 部 程 移 動 速 度 が 速 い た め 短 い 間 隔 で パ ル ス が 発 生 し 、
揺 動 角 度 が 反 転 す る 両 端 付 近 で は 移 動 速 度 が 遅 く な る た め パ ル ス 間 隔 は 長 く な る 。 し か し
、 回 転 制 御 用 の エ ン コ ー ダ パ ル ス は 常 に 定 速 回 転 を 続 け て い る た め 、 揺 動 位 置 に 無 関 係 に
常 に 一 定 間 隔 の パ ル ス を 発 生 し て い る 。 ま た 図 ２ （ ｂ ） は 図 ２ （ ａ ） の イ の 部 分 の エ ン コ
ー ダ パ ル ス の 関 係 を 拡 大 表 示 し た も の で 、 Ａ 点 と Ｂ 点 は 隣 合 っ た 揺 動 用 エ ン コ ー ダ パ ル ス
、 Ｔ ｎ 点 は 回 転 制 御 用 の エ ン コ ー ダ パ ル ス の 基 準 点 、 α は Ａ 点 と Ｔ ｎ 点 と の 距 離 （ ＝ 回 転
用 エ ン コ ー ダ パ ル ス 数 ） 、 β は Ａ 点 と Ｂ 点 と の 距 離 （ ＝ 回 転 用 エ ン コ ー ダ パ ル ス 数 ） で あ
る 。 し た が っ て 、 Ｔ ｎ の 基 準 点 で 取 得 さ れ た 断 層 像 デ ー タ の 角 度 情 報 は 回 転 エ ン コ ー ダ 情
報 の パ ル ス 数 と の 比 例 関 係 か ら 以 下 の よ う に 算 出 す る こ と で 高 分 解 能 の 角 度 情 報 に 変 換 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ｔ n = Ｂ ＋ (|Ａ － Ｂ |)× α ÷ β
　 た だ し 、 回 転 の 角 度 情 報 は 揺 動 角 度 情 報 に 比 べ て 約 １ ０ ０ ０ 倍 の 精 度 を 持 っ て い る た め
、 Ａ か ら Ｂ 間 の 微 小 角 度 内 で の 揺 動 速 度 変 化 は 無 視 で き る と 仮 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 再 び 図 １ を 参 照 す る と 、 図 １ の 角 度 検 知 部 １ ２ １ で 回 転 エ ン コ ー ダ 情 報 の パ ル ス 数 と の
比 例 関 係 に よ り 求 め ら れ た 高 精 度 な 揺 動 角 度 情 報 が 高 速 演 算 処 理 回 路 １ ２ ２ に 送 出 さ れ 、
同 時 に 画 像 メ モ リ １ １ ４ か ら 画 像 デ ー タ が 取 り 込 ま れ る た め 、 高 精 度 な 揺 動 角 度 情 報 を 三
次 元 画 像 構 築 に 盛 り 込 ん だ 精 度 の 高 い 三 次 元 画 像 が 生 成 さ れ る 。 生 成 さ れ た 三 次 元 画 像 は
画 像 処 理 回 路 １ １ ５ に 送 ら れ 、 観 察 者 (ユ ー ザ )に よ り 選 択 さ れ た 画 像 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換
さ れ て 、 観 測 モ ニ タ １ １ ６ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 を 図 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 メ カ ニ カ ル セ ク タ 型 の 三
次 元 超 音 波 プ ロ ー ブ （ 以 下 、 単 に 「 プ ロ ー ブ 」 と い う 。 ） ２ ０ ０ 、 超 音 波 の 送 受 信 回 路 ２
１ １ 、 プ ロ ー ブ の 回 転 速 度 を 安 定 さ せ る 制 御 回 路 ２ １ ２ 、 断 層 像 デ ー タ を 格 納 す る 画 像 メ
モ リ ２ １ ４ 、 三 次 元 処 理 部 ２ ２ ０ 、 境 界 判 定 を す る パ ラ メ ー タ を 仮 想 視 点 か ら の 距 離 に 応
じ て 変 化 さ せ る 境 界 判 定 制 御 回 路 ２ ２ １ 、 三 次 元 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 三 次 元 処 理 回 路 ２
２ ２ 、 断 層 像 と 三 次 元 画 像 を 表 示 す る フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 す る 画 像 処 理 回 路 ２ １ ５ 、 観 測
モ ニ タ ２ １ ６ 、 観 測 モ ニ タ ２ １ ６ か ら 三 次 元 情 報 を 得 る 観 察 者 ２ １ ７ 、 観 察 者 が 境 界 判 定
を す る パ ラ メ ー タ の 変 更 を 指 示 す る 操 作 卓 ２ １ ８ 、 及 び シ ス テ ム 全 体 を 制 御 す る ホ ス ト ｕ
Ｐ ２ ５ ０ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ で 受 信 さ れ た 超 音 波 エ コ ー 信 号 は 、 送 受 信 回 路 ２ １ １ を 経 由 し て 画 像 メ
モ リ ２ １ ４ に 一 時 的 に 蓄 積 さ れ る 。 三 次 元 画 像 生 成 部 ２ ２ ０ で は 、 画 像 メ モ リ ２ １ ４ か ら
取 り 込 ん だ 画 像 デ ー タ か ら 境 界 判 定 制 御 回 路 ２ ２ １ が デ フ ォ ル ト 設 定 の 仮 想 視 点 か ら の 距
離 に 応 じ て 境 界 判 定 を す る ノ イ ズ カ ッ ト 値 な ど の パ ラ メ ー タ に 沿 っ て 境 界 判 定 を 実 行 し 、
三 次 元 処 理 回 路 ２ ２ ２ に よ り 三 次 元 画 像 が 生 成 さ れ る 。 生 成 さ れ た 三 次 元 画 像 は 画 像 処 理
回 路 ２ １ ５ に 送 ら れ 、 観 察 者 (ユ ー ザ )に よ り 選 択 さ れ た 画 像 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 さ れ て 、
観 測 モ ニ タ ２ １ ６ に 表 示 さ れ る 。 観 察 者 ２ １ ７ が 観 測 モ ニ タ ２ １ ６ に 表 示 さ れ た 三 次 元 画
像 を 見 な が ら 境 界 判 定 を す る ノ イ ズ カ ッ ト 等 の パ ラ メ ー タ の 値 を 操 作 卓 ２ １ ８ か ら 入 力 す
る と 、 そ の 新 設 定 に よ り 境 界 判 定 制 御 回 路 ２ ２ １ が 新 た な 境 界 判 定 を 実 行 し 、 再 び 三 次 元
処 理 回 路 ２ ２ ２ で 生 成 さ れ た 画 像 が 観 測 モ ニ タ ２ １ ６ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ を 参 照 し て 、 境 界 判 定 に 距 離 情 報 を 加 味 し な い 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 固 定 し き い 値 を 使 用 し て 、 視 線 （ Ａ ） 、 視 線 （ Ｂ ） 、 視 線 （ Ｃ ） で の 、 そ れ ぞ れ の 視 線
に お け る エ コ ー 信 号 と ノ イ ズ の 影 響 を 図 示 し 、 三 次 元 演 算 を 実 施 す る 場 合 の 境 界 判 定 が Ｎ
Ｇ と な る 模 様 を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 視 線 （ Ａ ） お よ び 視 線 （ Ｂ ） の 場 合 に は 、 仮 想 視
点 か ら の 距 離 に 比 例 し て 上 昇 し て ゆ く ノ イ ズ 量 が し き い 値 を 越 え る 手 前 で 対 象 物 （ の 表 面
） に 到 達 し て い る の で 、 正 し い 境 界 判 定 が 行 な わ れ る が 、 視 線 （ Ｃ ） の 場 合 は 仮 想 視 点 か
ら の 距 離 が 遠 い （ ＝ 遠 い ） の で 上 昇 し て ゆ く ノ イ ズ 量 が し き い 値 を 越 え た 後 に 対 象 物 （ の
表 面 ） に 到 達 し て い る の で 、 実 際 の 対 象 物 の 表 面 で は な く ノ イ ズ 量 が し き い 値 を 越 え た 地
点 を 境 界 （ ＝ 対 象 物 の 表 面 ） と 判 断 す る 。 つ ま り 、 境 界 判 定 が Ｎ Ｇ と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 図 ５ を 参 照 し て 、 境 界 判 定 に 距 離 情 報 を 加 味 さ せ る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 仮 想 視 点 か ら の 距 離 に 応 じ て 境 界 判 定 を す る ノ イ ズ カ ッ ト 値 等 の パ ラ メ ー タ を 変 化 さ せ
た 例 と し て 、 し き い 値 を 仮 想 視 点 か ら の 距 離 に 応 じ て 変 化 さ せ た 場 合 の 、 視 線 （ Ａ Ａ ） 、
視 線 （ Ｂ Ｂ ） 、 視 線 （ Ｃ Ｃ ） で の 、 そ れ ぞ れ の 視 線 に お け る エ コ ー 信 号 と ノ イ ズ の 影 響 を
図 示 し 、 三 次 元 演 算 を 実 施 す る 場 合 の 境 界 判 定 が 正 し く 実 施 さ れ る 模 様 を 示 し て い る 。 す
な わ ち 、 視 線 （ Ａ Ａ ） お よ び 視 線 （ Ｂ Ｂ ） の 場 合 に は 、 し き い 値 を 可 変 さ せ た 場 合 で も 仮
想 視 点 か ら の 距 離 に 比 例 し て 上 昇 し て ゆ く ノ イ ズ 量 が し き い 値 を 越 え る 手 前 で 対 象 物 （ の
表 面 ） に 到 達 し て い る の で 、 図 ４ と 同 様 に 正 し い 境 界 判 定 が 行 な わ れ る 。 特 に 図 ４ の 固 定
し き い 値 の 場 合 に は 境 界 判 定 が Ｎ Ｇ と な っ た 視 線 （ Ｃ Ｃ ） の 場 合 の よ う に 仮 想 視 点 か ら の
距 離 が 遠 い （ ＝ 遠 い ） 場 合 で も 、 し き い 値 の 値 が 距 離 に 応 じ て 上 昇 し て い る の で 、 ノ イ ズ
量 が し き い 値 以 上 に 大 き く な る 手 前 で 対 象 物 （ の 表 面 ） に 到 達 す る の で 、 実 際 の 対 象 物 の
境 界 （ ＝ 対 象 物 の 表 面 ） と 判 断 す る 。 つ ま り 、 境 界 判 定 が 実 施 さ れ 、 正 し い 三 次 元 画 像 が
提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 図 ３ で 観 察 者 ２ １ ７ が 観 測 モ ニ タ ２ １ ６ に 表 示 さ れ た 三 次 元 画 像 を 見 な が ら 境 界
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判 定 を す る ノ イ ズ カ ッ ト 等 の パ ラ メ ー タ の 値 を 操 作 卓 ２ １ ８ か ら 入 力 す る 際 に 意 図 的 に 極
端 に 低 い ノ イ ズ カ ッ ト 値 な ど 通 常 と は 異 な る 設 定 を す る こ と で 、 仮 想 視 点 か ら 距 離 の 遠 い
部 分 の 境 界 を 敢 え て 観 測 モ ニ タ ２ １ ６ に 表 示 し な い こ と も 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 　 （ ｂ ） は プ ロ ー ブ が 遥 動 す る 場
合 の 遥 動 範 囲 を 示 す 平 面 図
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 角 度 分 解 能 を 高 精 度 に 変 換 す る 一 例 を
示 す 説 明 図 　 （ ｂ ） は 図 ２ （ ａ ） に お け る イ 部 分 の 拡 大 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 境 界 判 定 に 距 離 情 報 を 加 味 し な い 場 合 の 一 例 を 示 す
説 明 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 境 界 判 定 に 距 離 情 報 を 加 味 さ せ る 場 合 の 一 例 を 示 す
説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
１ ０ ０ 　 メ カ ニ カ ル セ ク タ 型 の 三 次 元 超 音 波 プ ロ ー ブ
１ １ １ 、 ２ １ １ 　 超 音 波 の 送 受 信 回 路
１ １ ２ 、 ２ １ ２ 　 メ カ ニ カ ル セ ク タ プ ロ ー ブ の 回 転 制 御 回 路
１ １ ３ 　 揺 動 制 御 回 路
１ １ ４ 、 ２ １ ４ 　 画 像 メ モ リ
１ ２ ０ 、 ２ ２ ０ 　 三 次 元 処 理 部
１ ２ １ 　 角 度 検 知 回 路
１ ２ ２ 、 ２ ２ ２ 　 高 速 演 算 処 理 回 路
１ １ ５ 、 ２ １ ５ 　 画 像 処 理 回 路
１ １ ６ 、 ２ １ ６ 　 観 測 モ ニ タ
２ ０ ０ 　 メ カ ニ カ ル セ ク タ 型 の 三 次 元 超 音 波 プ ロ ー ブ
２ ２ １ 　 境 界 判 定 制 御 回 路
２ １ ７ 　 観 察 者 (ユ ー ザ )
２ １ ８ 　 操 作 卓
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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摘要(译)

解决的问题：在机械扇型超声探头中提供高精度的三维图像，以通过以
恒定速度旋转并垂直于旋转方向摆动来获取三维断层图像，并提供虚拟
视点。 目的是去除从物体到物体的路径中包括的噪声，并准确地执行物
体的边界确定。 解决方案：断层图像是通过以恒定速度旋转的机械扇区
获取的，并且通过添加编码器信息以进行旋转方向的旋转控制，可以提
供比旋转编码器的分辨率更高的旋转角度信息。 获取角分辨率。 通过改
变诸如根据与虚拟视点的距离来确定边界的降噪值之类的参数，可以在
减小噪声影响的同时正确地确定远离虚拟视点的物体的边界。 可以获得
诸如的效果。 [选择图]图3
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